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営繕積算システム RIBC2の主な変更点（Ver.10.00から Ver.11.00） 
 

【標準単価作成システム】【内訳書作成システム】  

１． ライセンスのユーザー情報表示機能 

ご利用中の RIBC2 のライセンス認証時に登録した、「担当者氏名」「電話番号」

「E-MAIL」等の情報表示を追加しました。 

 

【［起動］画面】 

 

 

【［ヘルプ］メニュー → ［ライセンスユーザー情報］】 
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【標準単価作成システム】 

２． 摘要名称の全角１６文字×６行の表示・印刷に対応 

一次単価ファイル、歩掛りファイル、標準単価ファイル、計算条件ファイル等の

表示で、摘要名称が ３行に収まらない場合、３行から ６行に拡張して、摘要グル

ープ１～摘要グループ６のすべての摘要名称を表示・印刷できるようにしました。 

※ 内訳書作成システムは、Ver.9.20で対応済みです。 
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【内訳書作成システム】 

３． 共通費算定書と共通費率算定書に共通費基準の情報を印字 

内訳書ファイルに設定されている共通費基準の情報を、「共通費算定書」と「共通費

率算定書」の見出しの横に印字して印刷物でも確認できるようにしました。（独自基準

の場合は、ファイル名が印字されます。） 

 

 

 

 

【独自基準】 

 

 

 

※ 印刷書式設定で、共通費基準の情報の印字の有無の設定もできます。 
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４． 共通費算定書（一般管理費等）に主たる工事を印字 

「建築工事、電気設備工事、機械設備工事及び昇降機設備工事のいずれかの主たる

工事と主たる工事以外の工事を一括して発注する場合」、共通費算定書（一般管理費

等）に、主たる工事を印字して印刷物でも確認できるようにしました。 

 

 

 

 

※ 印刷書式設定で、主たる工事の印字の有無の設定もできます。 

※ 単独工事の場合は、印字されません。 
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５． 共通仮設費と現場管理費の補正係数を小数点以下第４位まで対応 

共通仮設費の補正係数➄と補正係数⑥と、現場管理費の補正係数➄と補正係数⑥を、

小数点以下第４位まで対応しました。 

 

  【共通仮設費】 

   

 

  【現場管理費】 
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６． 工事費画面の工事種別の順序変更機能 

工事費画面で、「建築工事」「電気設備工事」「機械設備工事」の表示の変更（「上へ

移動」「下へ移動」）が簡単にできるようになりました。 

 

※ 工事費画面で表示を変更すると、連動してリンク設定画面も順序が変更されます。 
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７． 「端数処理」設定と「標準単価ファイルリスト」の印刷機能 

各種内訳書の印刷と一緒に、「端数処理」設定と「単価ファイルリスト」の印刷機能

を追加しました。 

 

   

  

端数処理 単価ファイルリスト 

  

  

 

 



8 

 

８． 内訳書作成システムを新しいウィンドウ（複数）で開く 

デスクトップの内訳書作成システムのアイコンをダブルクリックして起動する場合

と、エクスプローラー等から内訳書ファイルをダブルクリックして起動する場合に、

新しいウィンドウ（複数）で開く機能を追加しました。 

 

＜子ウィンドウで開く（新しいウィンドウを作らない）【初期設定】＞ 

     

 

＜新しいウィンドウで開く＞ 

     

【注】異なるウィンドウ間で、データの「行のコピー」＆「コピーした行を挿入」等

の操作はできません。 

※ １台のコンピューターに２台のディスプレイを接続し、連続する一つの画面とし

て表示（表示画面を拡張する）させている場合、ＡとＢのウィンドウを２台のデ

ィスプレイ並べて表示することができます。 

  

Ａ B 

Ａ 
B 

B 

Ａ 
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９． ２つのディスプレイにウィンドウを最大化 

1台のコンピューターに 2つのディスプレイを接続し、連続する一つの画面として表

示（表示画面を拡張する）させている場合に、２つのディスプレイにウィンドウを最

大化する機能を追加しました。 

 

 

＜例：内訳書(細目別・別紙明細)＞ 

 

※ 横スクロールしなくても、すべての情報が表示可能 

 

＜例：内訳書(細目別・別紙明細)と代価表を並べて表示＞ 

 

※ 内訳書(細目別・別紙明細)と代価表を、それぞれのディスプレイに表示可能 

【注】２台のディスプレイの解像度が異なる場合は、解像度が低いディスプレイに合わせて最大化。 

  

Ａ 

Ａ 

Ａ 

解像度：1280×800 

解像度：2048×1152 

解像度：1366×768 解像度：1366×768 

解像度：2048×1152 解像度：2048×1152 
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１０． フィルタで絞り込んだ画面を印刷のイメージに合わせて変更 

フィルタで絞り込んだ際、絞り込んだ行がどこで使用されているのか確認できるよ

うに、画面を印刷のイメージに合わせて、使用している名称・摘要・単位等を表示す

るようにしました。 

 

＜Ver.10まで（例：名称を「雑材料」で絞り込んだ場合）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ver.11から（例：名称を「雑材料」で絞り込んだ場合）＞ 
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１１． 内訳書数量データ交換書式のデータフォーマットを追加 

細目別内訳書等の名称（全角８文字×９行）と摘要（全角１６文字×９行）に対

応した、内訳書数量データ交換書式のデータフォーマットを追加しました。 

併せて、「建築工事、電気設備工事、機械設備工事及び昇降機設備工事のいずれか

の主たる工事と主たる工事以外の工事を一括して発注する場合」の工事の読み込み

と「共通費積み上げ等」の読み込みに対応しました。 

 

＜データフォーマット＞ 

 

 

「内訳書数量データ交換書式【名称（全角8文字×9行）と摘要（全角16文字×9行）】対応フォーマット」（Excel形式のみ）

列 項目（データの見出し） 文字数 備考

A 内訳書区分 必須（細目別内訳、別紙明細、共通費細目別内訳、共通費別紙明細）

B 工事種別名称 全角16文字×3行 必須

C 種目名称 全角16文字×3行 必須

D 科目名称 全角16文字×3行 必須

E 中科目名称 全角16文字×3行 ※1

F 別紙明細番号 ※2

G 細目名称 全角8文字×9行 必須　※3

H 摘要名称 全角16文字×9行 必須

I 数量 #######0.00 ※4

J 単位 全角3文字 ※4

K 単価 #######0.00 ※4

L 金額 未使用

M 単価コード／別紙明細番号／代価表番号 未使用

N 備考１ 全角12文字

O 備考２ 全角12文字×8行

P 共通仮設費の区分 未使用

Q 敷地区分 未使用

R 営繕工事／営繕工事以外 未使用

S 仕分け設定１ 未使用

T 仕分け設定２ 未使用

U 仕分け設定３ 未使用

V スリーブ費・開口切断費１ 未使用

W スリーブ費・開口切断費２ 未使用

X スリーブ費・開口切断費３ 未使用

Y コード ※5

Z 標準単価ファイル名 ※6

※1 工事内容等により区分する必要がない場合は、「空白」

※2 内訳書区分が「細目別内訳」の場合は「空白」、内訳書区分が「別紙明細」の場合は「別紙明細番号」必須

※3 G列「細目名称／別紙細目名称」が「小計」の場合は、小計行として読み込まれます

※4  I列「数量」、J列「単位」、K列「単価」が空白の場合は、コメント行として読み込まれます

※5 Y列「コード」が空白の場合は、見積り・刊行物行として読み込まれます

※6 Windowsのファイル名の文字数制限による


